
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号

1

備考措置名 交付金事業の名称 交付金充当額
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

佐目町地先取水施設整備工事

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

4,400,0005,185,400東近江市



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

番号 措置名

公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

1

交付金事業者名または間接交付金事業者名 東近江市

交付金事業実施場所

交付金事業の概要

東近江市佐目町地先

事業申請地である佐目地区は、永源寺発電所の設置以降、山奥の湧水地から４０年以上前に設置された
導水管により生活用水を導水していますが、経年による導水管の劣化及び取水装置の埋没が進んでお
り、漏水、取水量の低下等から生活用水の確保に支障を来たしています。
このため、生活用水を確保し、もって地域住民の日常生活機能の向上を図るため、取水施設の整備工事
を実施し、本交付金を充当するものです。
取水口設置工Ｎ＝１式、導水管布設工Ｌ＝２０．０ｍ

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

東近江市水道事業ビジョン
第５章　主要な施策
　持続：健全かつ安定的な事業運営が可能な水道
　　５　アセットマネジメントによる水道施設の計画的かつ合理的な更新計画の策定
　　(3) 老朽化管路の更新計画の策定
　　　　基幹管路の耐震化を主眼とした更新を優先して実施することとしますが、管路の機能診断も実
　　　施し、経営計画も考慮したうえで、管路施設全般の更新計画を策定することとします。
　　　　なお、漏水が多発するなど老朽化が顕著な路線については、計画策定を待たずに更新を実施す
　　　ることとします。

目標：早急に更新が必要な管路約６９ｋｍの更新

事業開始年度 事業終了（予定）年度令和２年度 令和３年度

本件導水管は、経年劣化により、そのほぼ全ての延長において点検改修の必要が生じており、この対応
に２年を要すると見込まれるため。

交付金事業の名称

佐目町地先取水施設整備工事

事業期間の設定理由



100

交付金事業の評価課室 総務課

総事業費 5,185,400

令和２年度

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標

取水施設の整備延長（ｍ）

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

0

交付金事業の担当課室

4,400,000

契約の相手方 契約金額

用水路工事 指名競争入札 伊藤建設株式会社 5,185,400

総務課

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

4,400,000

交付金事業の総事業費等

評価年度の設定理由

事業終了後、直ちに評価を実施

交付金事業の定性的な成果および評価等

達成度

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果指標

100

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

評価年度 令和３年度単位

％

％

％

成果目標

当該地区の取水
施設の点検改修
率１００％

点検改修済みの取
水施設の延長が、
全延長に占める割

合

成果実績

目標値

令和２年度 令和３年度

20

20

活動実績

活動見込

達成度

単位

ｍ

ｍ

％

備　考


